
Managed Private Cloud 
Infrastructure as a Service 
(Managed PCIaaS)

従量制モデルでハイブリッドクラウド変革を実現する
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複合的なエンタープライズITインフラストラクチャー
には、オンプレミス・ソリューションの安全性、速度、
コンプライアンスと、クラウドの効率性、シンプルさ、
価値が求められます。 

クリティカルなビジネス・アプリケーションをクラウドに移行する企業の勢い
は、引き続き着実かつ強力です。 しかし、多くの企業は、簡単に言ってパブリック
クラウドに移行できないワークロードや、パブリッククラウドのモデルに適合し
ないワークロードを実行しています。 こうした制限がある理由としては、データ
転送の遅延の問題、セキュリティーとコンプライアンス上のリスク、管理・保守
上の障害などが含まれる可能性があります。 この市場のニーズにより適切に
対応するために、専用のオンプレミス・インフラストラクチャーで利用可能なパブ
リッククラウド・スタックの需要が高まっています。

オンプレミスのIT導入でパブリッククラウドのメリットを享受する

Managed Private Cloud Infrastructure as a Service（Managed PCIaaS）
は、Kyndrylが管理するオンプレミスとオフプレミスの両方に、フルマネージド
のサービスとしてのコンピューティングとサービスとしてのストレージ・ソリュ
ーションを提供することができます。 これらはクラウド・ビジネス・モデルを通
じて提供され、Red Hat® OpenShift®、Red Hat OpenStack、Red Hat Ceph® 
Storage、VMwareおよびIBM CloudPak®などのクラウド管理ソフトウェアの基
盤となります。 この方法は、GDPR、データ常駐制限、セキュリティー要件を遵守
しつつ、パブリッククラウドのメリットを体験できる、一貫性のあるスケーラブル
なOpExベースのサービスとしての機能を提供するのに役立ちます。

Managed PCIaaSがビジネスのためにできること

 – オンプレミスの要件によって制約されるワークロード用のプライベートクラ
ウド・インフラストラクチャーでクラウド変換を加速し、長期的なコミットメン
トなしで、フルマネージドのオンプレミス・インフラストラクチャーで俊敏性を
向上させます。

 – ハイブリッドクラウド環境でビジネスのセキュリティーを向上させます。この
環境では、データとワークロードがKyndrylによってフルマネージドの専用イ
ンフラストラクチャーによって保護され、さらに、クライアント・インフラストラ
クチャーから物理的に分離された、つまり「エア・ギャップ」されたデータ暗
号化と管理によってお客様のための安全性が確保されています。

 – 必要に応じて、初期資本支出を排除し、新しいテクノロジーに関連するリス
クを軽減することでコストを削減する従量課金モデルを使用して拡張しま
す。

 – プライベートクラウド・リソースとパブリッククラウド・リソースをシームレスに
リンクし、イノベーションを起こす準備ができる真のハイブリッドクラウド環境
を作成します。

エンタープライズITインフラストラクチャー関連の支
出では、サービスとしての消費モデルがますます好
感されており、ベンダーもこれに注目しています。 た
だし、パブリッククラウド・サービスは、万能でもなけ
れば完璧な解決策でもありません。現実には、サー
ビスの品質と運用コストの変動に直面して、多くの
企業はアプリケーションをプライベートクラウド・イ
ンフラストラクチャーに戻しています。1
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私たちのアプローチ
私たちは、アプリケーションのパフォーマンスと効率を向上させるために、最新
のコンピューティングとストレージ・テクノロジーのオプションを付して統合さ
れた従量課金制のフレームワークを提供します。 私たちのプライベートクラウ
ド・インフラストラクチャーは、サービスとして購入し、消費ベースの運用コス
ト（OpEx）モデルに移行することで、資本支出（CapEx）を排除します。 お客様
は、最大限の節約と柔軟性のために、コンピューティング、ストレージ、ネットワ
ーキング、またはこれらの製品の組み合わせをサービス・モデルとして選択で
きます。

Compute-as-a-service（サービスとしてのコンピューティング）は、物理サーバ
ーと仮想マシンの両方でワークロードを分離することにより、セキュリティー上
の懸念を緩和できる単一の専用テナント環境です。 Storage as a service（サ
ービスとしてのストレージ）は、現在および将来の最も要求の厳しいクラウド・
アプリケーションのパフォーマンスを加速できる動的ストレージ・クラウドを提
供する、高度に拡張性が高く、セキュリティーが充実し、パフォーマンスの高い
複数のデータ層をお届けします。 Network as a service（サービスとしてのネッ
トワーク）は、フルマネージドで単一テナント、プライベートクラウドを基盤とし
た、SDNデータセンターのローカル・エリア・ネットワーク（LAN）環境をデータ
センターに提供できます。

私たちは、ハードウェアを管理し、初期の資本支出を排除し、新しいテクノロジ
ーの採用に関連するリスクを軽減します。 お客様は、GDPR、データ常駐制限、
セキュリティー要件を遵守しつつ、パブリッククラウドのすべてのメリットをご享
受ください。 

Kyndryl Managed PCIaaSのしくみ

ビジネスに最適なものを選択

インフラストラクチャー管理
 – サービスとしてのネットワーク
 – サービスとしてのコンピューテ

ィング
 – サービスとしてのストレージ

ロケーション
 – 貴社のデータセンター
 – お好みのコロケーション
 – Kyndrylデータセンター

コンピュート・オファリング
 – ベアメタル
 – 仮想インスタンス：vCPU、RAM

ストレージ・オファリング
 – データ層：ブロック、ファイル
 – 総ギガバイト容量

マネジメントの場所
 – リモートまたは国内、27カ国の

サポートあり

ネットワーク・オファリング
 – ベース・ファブリック
 – 拡張性の高いスイッチペア
 – オプションの東西ファイアウォ

ール
 – サービスとしてのネットワーク
 – ネットワークまたは設計を使

用して、サービスとしてのネット
ワークを展開し管理するオプ
ション

Kyndrylが提供

インストール
 – 必要なすべてのハードウェアと

ソフトウェア
 – コンピューティング、ストレージ、

またはネットワークのインフラス
トラクチャー

ツール 
 – サポートと拡張のリクエスト 

インフラストラクチャー管理
 – 割り当て、プロビジョニング、ア

ップグレード

インフラストラクチャー・モニタ
リング

 – プロアクティブ・レポートと正常
性チェック

ホスト・ネットワーク・インターフ
ェース 

完全なインフラストラクチャー
 – アプリケーションとワークロー

ドのデプロイ、データ移行をお
客様にご提供
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お客様導入事例

01
将来を見据えたビジネス 

課題：ある製造業のお客様は、専用のプライベートクラウド環境のセキュリティ
ーを備えたパブリッククラウド機能を企業に提供する、マルチサイトのインフラ
ストラクチャー・ソリューションを必要としていました。 

ソリューション：Managed PCIaaSは、お客様のサイト全体にフルマネージドの
オンプレミスのサービスとしてインストールされます。これにより、お客様のイン
フラストラクチャーから物理的に分離されたエア・ギャップ管理と保存時のデ
ータ暗号化によって必要なセキュリティーを得られますので、お客様のデータ
はインフラストラクチャー内で常に暗号化されます。 

ビジネス・メリット：この柔軟なソリューションにより、Kyndrylによって展開し、
フルマネージドで、すべてのデータがオンサイトで格納されたプライベートクラ
ウド環境が規制に準拠できるようになりました。 お客様のセキュリティー上の
懸念は、物理サーバーと仮想マシンの両方でワークロードを分離することで緩
和されました。

02
IT変革の推進

課題：ある大手銀行は、物理的な距離とネットワーク帯域幅によって制約され
るアプリケーションを実行しており、遅延を減らしてトランザクションのパフォー
マンスを最大化するための拡張可能なソリューションを必要としていました。

ソリューション：Managed PCIaaSはオンプレミスでインストールされ、管理さ
れるため、銀行はより迅速にビジネス上の成果を上げることができました。

ビジネス・メリット：オンプレミスのITインフラストラクチャーは遅延を最小限
に抑え、高い拡張性とより優れたトランザクション・パフォーマンスを可能にし
ます。

03
ワークロード管理の合理化

課題：ある大手の通信会社は、データに敏感な大規模なマルチクラウド・シス
テムの複雑さを軽減する必要がありました。

ソリューション：会社のマルチクラウド・システムを管理するために、Managed 
PCIaaSが複数のクライアント・サイトに導入されました。

ビジネス・メリット：Kyndrylは、サイロ化されたプロセスを削除してマルチクラ
ウド・システム間の通信を高速化することで、ワークロード管理を合理化しまし
た。 お客様は、ワークロードの指示に従って、システムを追加または削除する
柔軟性も獲得しました。 
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Kyndrylをお勧めする理由
Kyndrylは、世界中が毎日信頼して利用している、効率的で信頼性の高い最新
のテクノロジー・インフラストラクチャーの設計、実行、管理に関し、深い専門知
識を有しています。私たちは、人類の進歩を支える重要なインフラストラクチャ
ーを前進させることに深くコミットし、また、システムを適切なパートナーを獲
得し、事業に投資し、お客様と互いに協力して新たな可能性を引き出す、という
新しい方法で作り上げることで、自社の優れた基盤を構築しています。

サービスとしてのKyndrylのManaged Private Cloud Infrastructure as 
a Serviceの詳細については、Kyndrylの担当者にお問い合わせいただく
か、www.kyndryl.comをご覧ください

今すぐ開始する 
(US)

http://www.kyndryl.com
http://www.kyndryl.com
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